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【公開日】平成22年6月10日(2010.6.10)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月30日(2010.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザにより記入箇所にマークが記入された紙文書を読み取って得られる画像に対して
、記入箇所の認識をする画像処理装置であって、
　前記記入箇所のうち、記入されたマークを認識する領域位置情報と、マークを認識する
領域に対してマークすることが可能な数とを予め設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された領域位置情報に基づいて、認識対象となる画像上の領域
に対して記入されたマークの認識を行うマーク認識手段と、
　前記マーク認識手段により認識されたマークの数が、前記設定手段により設定されたマ
ークすることが可能な数を超える場合、当該マークの認識がされた領域が異常であること
を示す第１のオブジェクトを生成する生成手段と、
　前記生成手段により生成された第１のオブジェクトを、前記マークの認識がされた領域
に重ね合わせて表示する制御を行う表示手段とを備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記マーク認識手段により認識されたマークの数が、前記設定手段に
より設定されたマークすることが可能な数を超えない場合、当該マークの認識がされた領
域が正常であることを示す第２のオブジェクトを生成し、
　前記表示手段は、前記生成手段により生成された第２のオブジェクトを、前記マークの
認識がされた領域に重ね合わせて表示することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装
置。
【請求項３】
　前記設定手段は、前記記入箇所のうち、複数の記入箇所をグループとして設定すると共
に、当該グループに対してマークすることが可能な数を設定し、
　前記マーク認識手段により認識された前記グループにおけるマークの数が、前記設定手
段により設定されたグループに対するマークすることが可能な数を超えるかを判定する判
定手段を備え、
　前記生成手段は、前記判定手段による判定結果に従って、前記第１のオブジェクトまた
は前記第２のオブジェクトを生成することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処
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理装置。
【請求項４】
　前記生成手段は、前記領域の画像を透過するオブジェクトを生成することを特徴とする
請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　ユーザにより記入箇所にマークが記入された紙文書を読み取って得られる画像に対して
、記入箇所の認識をする画像処理装置の画像処理方法であって、
　前記記入箇所のうち、記入されたマークを認識する領域位置情報と、マークを認識する
領域に対してマークすることが可能な数とを予め設定するための設定工程と、
　前記設定工程にて設定された領域位置情報に基づいて、認識対象となる画像上の領域に
対して記入されたマークの認識を行うマーク認識工程と、
　前記マーク認識工程にて認識されたマークの数が、前記設定工程にて設定されたマーク
することが可能な数を超える場合、当該マークの認識がされた領域が異常であることを示
すオブジェクトを生成する生成工程と、
　前記生成工程にて生成されたオブジェクトを、前記マークの認識がされた領域に重ね合
わせて表示する制御を行う表示工程とを備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項６】
　ユーザにより記入箇所にマークが記入された紙文書を読み取って得られる画像に対して
、記入箇所の認識をする画像処理装置の画像処理方法を当該画像処理装置に実行させるた
めのプログラムであって、
　前記画像処理装置を
　前記記入箇所のうち、記入されたマークを認識する領域位置情報と、マークを認識する
領域に対してマークすることが可能な数とを予め設定する設定手段、
　前記設定手段により設定された領域位置情報に基づいて、認識対象となる画像上の領域
に対して記入されたマークの認識を行うマーク認識手段、
　前記マーク認識手段により認識されたマークの数が、前記設定手段により設定されたマ
ークすることが可能な数を超える場合、当該マークの認識がされた領域が異常であること
を示すオブジェクトを生成する生成手段、
　前記生成手段により生成されたオブジェクトを、前記マークの認識がされた領域に重ね
合わせて表示する制御を行う表示手段として機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の画像処理装置は、ユーザにより記入箇所に
マークが記入された紙文書を読み取って得られる画像に対して、記入箇所の認識をする画
像処理装置であって、前記記入箇所のうち、記入されたマークを認識する領域位置情報と
、マークを認識する領域に対してマークすることが可能な数とを予め設定する設定手段と
、前記設定手段により設定された領域位置情報に基づいて、認識対象となる画像上の領域
に対して記入されたマークの認識を行うマーク認識手段と、前記マーク認識手段により認
識されたマークの数が、前記設定手段により設定されたマークすることが可能な数を超え
る場合、当該マークの認識がされた領域が異常であることを示す第１のオブジェクトを生
成する生成手段と、前記生成手段により生成された第１のオブジェクトを、前記マークの
認識がされた領域に重ね合わせて表示する制御を行う表示手段とを備えることを特徴とす
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するために、請求項５記載の画像処理方法は、ユーザにより記入箇所に
マークが記入された紙文書を読み取って得られる画像に対して、記入箇所の認識をする画
像処理装置の画像処理方法であって、前記記入箇所のうち、記入されたマークを認識する
領域位置情報と、マークを認識する領域に対してマークすることが可能な数とを予め設定
するための設定工程と、前記設定工程にて設定された領域位置情報に基づいて、認識対象
となる画像上の領域に対して記入されたマークの認識を行うマーク認識工程と、前記マー
ク認識工程にて認識されたマークの数が、前記設定工程にて設定されたマークすることが
可能な数を超える場合、当該マークの認識がされた領域が異常であることを示すオブジェ
クトを生成する生成工程と、前記生成工程にて生成されたオブジェクトを、前記マークの
認識がされた領域に重ね合わせて表示する制御を行う表示工程とを備えることを特徴とす
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するために、請求項６記載のプログラムは、ユーザにより記入箇所にマ
ークが記入された紙文書を読み取って得られる画像に対して、記入箇所の認識をする画像
処理装置の画像処理方法を当該画像処理装置に実行させるためのプログラムであって、前
記画像処理装置を前記記入箇所のうち、記入されたマークを認識する領域位置情報と、マ
ークを認識する領域に対してマークすることが可能な数とを予め設定する設定手段、前記
設定手段により設定された領域位置情報に基づいて、認識対象となる画像上の領域に対し
て記入されたマークの認識を行うマーク認識手段、前記マーク認識手段により認識された
マークの数が、前記設定手段により設定されたマークすることが可能な数を超える場合、
当該マークの認識がされた領域が異常であることを示すオブジェクトを生成する生成手段
、前記生成手段により生成されたオブジェクトを、前記マークの認識がされた領域に重ね
合わせて表示する制御を行う表示手段として機能させることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１８】
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